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昭
和
５４
年
度
年
次
晩
餐
会
開
か
る

―

期
待
さ
れ
る
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
計
画
ト
ー

恒
例
の
年
次
晩
餐
会
が
十
二
月

一
日

て
、
全
国
か
ら
二
八
七
名
の
会
員
が
出

（土
）
午
後
六
時
か
ら
、
新
宿

・
京
工

席
し
て
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
開
会
に

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
四
階

。
花
の
間
に
お
い

先
だ
っ
て
、
例
年
ど
お
り
簡
易
バ
ー
も

設
け
ら
れ
、
ま
た
図
書
委
員
会

の
協
力
に
よ
る
「
こ
の
一
本
展
」

も
併
設
さ
れ
て
参
会
者
の
関
心

を
集
め
た
。

会
は
中
島
信

一
理
事
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
最
初
に
西
堀
会

長
か
ら
会
の
現
況
報
告
が
あ
っ

た
の
ち
、
毎
年
若
い
人
の
入
会

に
よ
り
、
会
員
が
漸
増
傾
向
に

あ
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
だ

が
、　
一
方
で
物
故
会
員
十
四
名

を
数
え
た
こ
と
は
さ
び
し
く
悲

し
い
こ
と
だ
と
述
べ
、
物
故
会

員
の
紹
介
の
の
ち
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

続
い
て
会
長
か
ら
会
の
事
業

の
現
況
報
告
が
な
さ
れ
、
最
初
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中田富山支部長の音頭による乾林

に
学
生
部
が
派
遣
し
た
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー

ル
ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

（伝
田
隊
長
外

九
名
）
に
よ
る
ブ
ラ
マ
ー
、
シ
ッ
ク
ル

・
ム
ー
ン
両
峰
の
登
頂
成
功
が
報
告
さ

れ
た
。

二
番
目
に
、
現
在
日
本
山
岳
会
が
進

め
て
い
る
大
き
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る

中
国
側
か
ら
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
、
い
わ

ゆ
る
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
計
画
に
つ
い

て
、
そ
の
計
画
の
あ
ら
ま
し
お
よ
び
先

に
派
遣
し
た
偵
察
隊
の
帰
国
ま
で
の
一

連
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
今

後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
若
干

触
れ
ら
れ
た
。
本
隊
は
翻
年
二
月
に
出

発
の
予
定
で
あ
り
、
五
月
中
旬
に
は
我

々
に
成
功
の
報
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

三
番
目
に
会
長
か
ら
、
こ
の
た
び
前

会
長
の
今
西
錦
司
氏
が
め
で
た
く
文
化

勲
章
を
受
章
し
、
同
じ
く
会
員
の
桑
原

武
夫
氏
が
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
こ

と
が
あ
ら
た
め
て
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
会
長
か
ら
本
年
度
の
名
誉
会

員
の
推
挙
が
行
わ
れ
、
佐
々
保
雄
、
島

田
巽
、
水
野
祥
太
郎
、
佐
藤
久

一
朗
の

各
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
名
誉
会
員
章
が
授
与

さ
れ
た
。
ま
た
本
会
入
会
後
、
満
五
十

年
に
達
し
た
橋
本
晋
七
郎

（会
員
番
号

一
一
〇
六
）、
今
西
錦
司
（
一
一
一
七
）
、

片
桐
盛
之
助

（
一
一
二
六
）、
西
堀

栄

三
郎

（
一
一
三
六
）
の
四
氏
に
永
年
会

員
章
が
交
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
名
誉
会

員
を
代
表
し
て
佐
々
保
雄
氏
か
ら
、
ま

た
永
年
会
員
を
代
表
し
て
今
西
錦
司
氏

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
掲

（要
約
）
の
と
お

り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
富
山
支
部
長
中
田
清
兵
衛

氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食
、
歓
談
に
移

っ
た
。　
一
年
振
り
に
顔
を
合
せ
た
古
い

会
員
な
ど
話
題
の
つ
き
な
い
親
睦
風
景

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
歓
談
の
間

に
、
先
に
帰
国
し
た
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
偵

察
隊
々
長
の
斎
藤
惇
生
氏
か
ら
偵
察
の

経
過
報
告
、
田
中
薫
氏
か
ら
自
己
の
会

員
番
号
四
四
四
番
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ

が
あ
る
な
ど
歓
談
は
続
き
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
う
ち
に
午
後
八
時
す
ぎ
散

会
し
た
。

・
佐
々
保
雄
名
誉
会
員
の
代
表
挨
拶

名
誉
会
員
だ
と
の
知
ら
せ
を
聞
い
て

実
は
驚
い
た
よ
う
な
次
第
だ
。
他
の
お

三
方
は
会
の
た
め
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
た
方
々
で
あ
る
の
で
受
賞
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な
記

憶
は
ち
っ
と
も
な
い
。

山
登
り
は
中
学
校
の
末
頃
か
ら
始
め

た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
激
し
い
山
登
り

で
は
な
く
、
の
ん
き
に
、
気
ま
ま
に
、

事
情
の
許
す
か
ぎ
り
好
き
な
こ
と
を
し

て
登
り
続
け
て
き
た
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
山

岳
会
に
貢
献
し
た
か
は
疑

間

で
あ

る

が
、
今
後
も
や
は
り
登
り
続
け
、
考
え

続
け
、
そ
し
て
不
名
誉
な
会
員
に
な
ら

な
い
よ
う
な
生
涯
に
し
た
い
。

こ
の
機
会
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
会

の
た
め
に
尽
す
か
を
よ
く
考
え
、
で
き

る
だ
け
の
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
お
三
方
も
同
じ

こ
と
だ
と
思
う
。

・
今
西
錦
司
永
年
会
員
の
代
表
挨
拶

永
年
会
員
章
は
、
仮
に
二
十
歳
の
時

に
入
会
し
て
も
七
十
歳
に
な
ら
な
い
と

も
ら
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
も

ら
う
と
嬉
し
い
よ
う
な
、ま
た

一
方
、お

迎
え
が
近
い
よ
う
な
気
も
す
る

（笑
）。
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そ
こ
で
会
員
諸
君
に
言
っ
て
お
き
た
い

こ
と
が
あ
る
。

昨
年
作

っ
た

「
一
千
山
登
山
の
し
お

り
」
の
な
か
で
、
私
は
南
ア
ル
プ
ス
の

鳳
凰
三
山
の
最
高
峰
を
地
蔵
岳
と
書
い

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
あ
る
人
か
ら

照
会
が
あ
っ
た
の
で
、
古
い
五
万
分
の

一
の
地
図
を
出
し
て
確
か
め
た
。
印
刷

で
は
観
音
岳
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
は

そ
れ
を
消
し
て
地
蔵
岳
と
し
て
あ
る
。

そ
の
根
拠
は
、
当
時
の
高
等
学
校
山
岳

部
な
ど
登
山
す
る
者
の
唯

一
の
案
内
書

で
あ
っ
た

『
山
岳
』
に
よ
っ
た
の
で
あ

る
。そ

の
頃
鳳
凰
三
山
に
つ
い
て
は
、
辻

本
満
丸
氏
、
鵜
殿
正
雄
氏
が
関
心
を
寄

せ
、
山
名
な
ど
の
由
緒
を
く
わ
し
く
調

べ
た
う
え
で

『
山
岳
』
に
発
表
し
た
も

の
だ
。
し
か
し
当
時
の
陸
地
測
量
部
は

大
変
横
暴
で
、
地
図
は
軍
が
作
る
の
で

あ
る
か
ら
勝
手
に
名
前
を
つ
け
て
も
よ

い
と
、
辻
本
氏
な
ど
の
記
事
を
無
視
し

て
名
前
を
つ
け
た
も
の
も

か
な

り
あ

る
。
誤
ち
を
犯
し
た
の
は
、
今
の
国
土

地
理
院
で
は
な
く
、
昔
の
参
謀
本
部
の

陸
地
測
量
部
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
と
し
て
、
こ
れ
を
黙
認

し
て
い
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

に
な
る
と
思
う
。
ま
た
最
近
、
本
会
の

そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
、
監
修
や

ら
何
や
ら
名
前
だ
け
出
し
て
こ
の
よ
う

な
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し

て

い
る

し
、
ま
た
年
輩
の
会
員
も
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
驚
い
て
い
な
い
。
我
々
の
大
先

輩
の
辻
本
、
鵜
殿
両
氏
が
大
変
苦
心
し

て
地
名
を
集
め
て
き
て

『山
岳
』
に
発

表
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
全
然
読
ん

で
も
い
な
い
。
私
は
今
こ
こ
で
直
さ
な

か
っ
た
ら
、
我
々
の
時
代
の
恥
に
な
る

と
思
う
。
登
山
人
口
が
増
加
し
、
市
販

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
地
図
類
が
氾
濫
し

て
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
広
が

っ
て
い
る
。
悪
貨
が
良
貨
を
駆
逐
す
る

と
は
こ
の
こ
と
か
と
思
う
。

皆
さ
ん
の
な
か
に
ご
賛
同
の
方
が
お

ら
れ
る
な
ら
、
私
は
国
土
地
理
院
に
乗

り
込
ん
で
行

っ
て
、
責

任
者

に
会
っ

て
、
誤
ち
は
改
む
る
に
は
ば
か
る
こ
と

な
か
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
根
本
を
正

し
て
も
ら
い
た
い
と
言
い
に
行
っ
て
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る

（拍
手
）。
ご
賛

成
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

（記
録

・
松
家
晋
）

新

名

誉
会

員
紹

介

佐
々
保
雄
氏
　
明
治
四
十
年

（
一
九
〇

七
）
二
月
生
、
札
幌
市
出
身
、
第
二
高

等
学
校

（仙
台
）
を
経
て
昭
和
五
年
東

京
大
学
地
質
学
科
卒
、
北
大
助
手
、
助

教
授
と
な
り
昭
和
十
九
年
理
学
博
士
、

二
十
年
教
授
、
四
十
六
年
退
官
、
北
大

名
誉
教
授
、
昭
和
五
十
三
年
勲
二
等
旭

日
中
綬
章
受
章
。

三
高
山
岳
部
時
代
先
輩
の
木
暮
理
太

郎
、
沼
井
鉄
太
郎
氏
ら
の
知
遇
を
得
、

そ
の
紹
介
で
本
会

へ
入
会
、
高
校
時
代

は
飯
豊
山
塊
そ
の
他
東
北
の
山
々
を
、

昭
和
五
年
北
大
に
移

っ
て
か
ら
は
北
千

島
、
樺
太
、
日
高
の
山
々
を
登
り
、
朝

鮮
冠
帽
峰
、
台
湾
の
山
々
、
更
に
シ
エ

ラ

・
ネ
バ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
等
々
足
跡
は

広
い

（以
上
は

『
山
』
三
八
七
号
に
詳

し
い
）。
ま
た

『
山
岳
」
と
会
報

へ
の

寄
稿
が
少
な
く
な
い
。

大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
二
月
本

会
入
会
、
会
員
番
号
九
六
九
、
昭
和
五

十

一
年
十
二
月
永
年
会
員
。
永
く
札
幌

に
在
住
し
た
た
め
役
員
に
は
な
ら
な
か

っ
た
が
、
長
期
に
亘
り
会
に
協
力
し
た

功
績
は
少
な
く
な
い
。

島
田
　
巽
氏
　
明
治
三
十
八
年

（
一
九

〇
五
）

一
月
生
、
東
京
都
出
身
、
昭
和

三
年
慶
大
政
治
学
科
卒
、
朝
日
新
聞
に

入
社
し
欧
米
部
長
、
ロ
ン
ド

ン
特

派

員
、
論
説
委
員
、
論
説
副
主
幹
、
ジ
ャ

パ
ン
ク
オ
ー
タ
リ
ー
編
集
長
を
歴
任
、

昭
和
四
十

一
年
人
事
院
人
事
官
、
五
十

二
年
退
官
、
昭
和
五
十
年
勲

一
等
瑞
宝

土早
ｇ又
二早
。

少
年
時
代
か
ら
登
山
を
始
め
、
殊
に

山
岳
図
書
に
親
し
み
、
英
米
の
山
岳
図

書
に
造
詣
が
深
い
。
著
書
に

『
ふ
だ
ん

着
の
英
国
』

（昭
和
三
十
年
刊
）、
『山

ｏ
人

・
本
』
（昭
和
五
十

一
年
刊
）
が
あ

り
、
訳
書
に
ヒ
ラ
リ
ー

『
わ
が
ェ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
』

（松
方
氏
と
の
共
訳

・
昭
和

三
十

一
年
刊
）、　
エ
ヴ
ア
ン
ズ

『
カ
ン

チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
ー

そ
の
成
功
の
記

録
』

（
昭
和
三
十
二
年
刊
）
が
あ
る
ほ

か
、

『
山
岳
』
と
会
報

へ
の
寄
稿
も
極

め
て
多
い
。

昭
和
五
年

（
一
九
二
〇
）
九
月
本
会

入
会
、
会
員
番
号

一
三
二
七
、
多
年
理

事
、
評
議
員
を
つ
と
め
ま
た

『
山
岳
』

編
集
、
図
書
、
図
書
展
覧
会
、
図
書
編

集
刊
行
、
書
評
、
自
然
保
護
等
の
委
員

と
し
て
尽
力
し
た
功
績

は
大

き

い
。

『
山
岳
』
と
会
報
の
た
め
に
綴
ら
れ
た

７９
年
後
半
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

片
山
全
平

切
年
カ
ラ
コ
ル
ム
お
よ
び
ポ
ス
ト

・
モ
ン
ス
ー
ン
の
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
総
ま
と
め
で
は
、
ラ
イ
ン
ホ

ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
の
Ｋ
２

（
八
六

一

一
ｍ
）
で
の
活
躍
と
西
ド
イ
ツ
隊
の

エ
ベ
レ
ス
ト

（
八
八
四
八
ｍ
）
十
三

人
全
員
登
頂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

メ
ス
ナ
ー
は
、
み
ず
か
ら
高
唱
す

る

「
ス
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
」
を
実
践
、
ミ
カ
エ
ル
ｏ
ダ
ッ

ハ
ー

（
七
七
年
ロ
ー
ツ
ェ
無
酸
素
登

頂
）
と
と
も
に
五
日
間
の
南
東
稜
速

攻
に
成
功
し
た
が
、
こ
の
際
も
無
酸

素
、
ポ
ー
タ
ー
な
し
の
鮮
や
か
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ

ト

（
七
〇
年
）、
マ
ナ
ス
ル
南
壁
（
七

二
年
）
、
ヒ
ド
ン
・
ピ

ー
ク

（
七
五

年
）
、
エ
ベ
レ
ス
ト

（
七
八
年
）
に
続

く
こ
の
軌
跡
は
類
を
見
な
い
。
フ
ラ

ン
ス
隊
が
こ
の
あ
と
を
追
い
、
ブ
ロ

ー
ド

・
ピ
ー
ク
で
速
攻

を
果

し
た

（
七
八
年
）
ャ
ニ
ッ
ク
・
セ
ニ
ュ
ー

ル
が
頂
上
を
う
か
が

っ
た
が
、
十
月

に
入
っ
て
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
荒
天

の
た
め
断
念
し
て
い
る
。

手
も
と
の
資
料
で
は
、
カ
ラ
コ
ル

ム
二
十
隊
の
う
ち
、
十

六
が

日
本

隊
。
十
隊
が
登
頂
し
て
い
る
が
、
こ

の
な
か
で
稲
門
山
岳
会

（大
谷
映
芳

隊
長
）
が
ラ
カ
ポ
シ

（
七
七
八
八

ｍ
）
、未
踏
の
北
稜
か
ら
頂
上
に
立
っ

た
。　
一
九
五
八
年
の
英
初
登
頂

（南

西
稜
か
ら
）
以
来
の
第
二
登
で
、
北

稜
か
ら
は
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
の

西
ド
イ
ツ
隊
が
二
回
試
み
た
が
失
敗

し
て
お
り
、
高
度
六
五
〇
Ｏ
ｍ
の
三

百
ｍ
の
岩
壁
と
頂
上
直
下
の
二
百
ｍ

の
岩
峰
が
そ
の
ル
ー
ト
上
の
障
害
と

な
っ
て
い
た
。
同
隊
は
八
月
二
日
、

大
谷
隊
長
と
山
下
松
司
隊
員
が
こ
れ

ら
を
克
服
し
て
成
功
し
た
。
外
国
隊

に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
七
千

ｍ
級
で
は
、
シ
ア

・
カ
ン
リ

（
七
四
三
二
ｍ
）
の
カ
ラ

コ
ル
ム
五
大
氷
河
学
術
踏
査
隊

（林

原
隆
二
隊
長
）、
ラ
ト
ッ
ク
第

一
峰

（
七

一
四
五
ｍ
）
の
京
都
カ
ラ
コ
ル

ム
ク
ラ
ブ

（高
田
直
樹
隊
長
）、
プ

マ
リ
キ
ッ
シ
ュ
（
七
四
九
二
ｍ
）
の

北
海
道
岳
連

（佐
々
木
孝
雄
隊
長
）
、

テ
ラ
ム
カ
ン
リ

（
七
三
八
二
ｍ
）
の

弘
前
大
山
岳
部

（
花
田
澄
人
隊
長
）

な
ど
が
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
は
ゲ

ル
ハ
ル
ト

・
シ
ュ
マ
ッ
ツ
隊
長
が
指

揮
し
た
。
十
月

一
日
に
五
人
、
二
日

に
八
人
と
二
回
に
分
か
れ
て
登
頂
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
隊

長
夫
人
ハ
ン
ネ
ロ
ー
レ
と
ア
メ
リ
ヵ

の
登
山
ガ
イ
ド
、
レ
イ
モ
ン
ド

・
ジ

ェ
ニ
ッ
ト
が
疲
労
死
し
た
と
い
う
。

シ
ュ
マ
ッ
ツ
夫
妻
の

フ
お
し
ど
り
登

頂
″
は
悲
劇
に
終

っ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
西
ド
イ
ツ
の
合
同

ロ
ー
ツ
ェ
（
八
五

一
一
ｍ
）
隊

（
ア

ダ
ム
・
ベ
ル
ケ
ェ
ウ
ス
キ
ー
隊
長
ら

(2)
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山
岳
書
の
書
評
、
紹
介
だ
け
で
も
彩
し

い
量
に
達
す
る
。

水
野
祥
太
郎
氏
　
明
治
四
十
年

（
一
九

〇
七
）
二
月
生
、
神
戸
市
出
身
、
昭
和

五
年
大
阪
医
大
卒
、
阪
大
講
師
、
大
阪

市
立
医
大
教
授
、
大
阪
市
立
大
医
学
部

教
授
、
阪
大
教
授
、
川
崎
医
大
教
授
、

同
学
長
、
阪
大
名
誉
教
授
、

医
学

博

±
。
昭
和
三
十
三
年
大
阪
市
民
文
化
賞

受
賞
、
五
十
二
年
勲
二
等
旭
日
中
綬
章

受
章
。

大
正
十
四
年
Ｒ
Ｃ
Ｃ
創
立
会
員
と
な

り
槍
、
穂
高
、
錫
杖
、
剣
岳
な
ど
で
岩

登
り
に
は
げ
み
、
ま
た
同
時
期

氷

ノ

山
、
自
山
、
奥
美
濃
な
ど
で
山
岳
ス
キ

ー
を
実
践

ｏ
研
究
し
た
。
昭
和
四
十
五

年
阪
大
Ｐ
２９
登
山
隊
長
と
し
て
初
登
頂

に
成
功
し
た
。
著
書
に

『岩
登
り
術
』

（
昭
和
八
年
刊
）
等
が
あ
る
。

昭
和
五
年

（
一
九
二
〇
）
十

一
月
本

会
入
会
、
会
員
番
号

一
二
五
九
、
関
西

支
部
の
草
創
期
か
ら
支
部
の
た
め
尽
力

し
、
戦
後
関
西
支
部
長
、
評
議
員
を
つ

と
め
た
。

佐
藤
久

一
朗
氏
　
明
治
二
十
四
年

（
一

九
〇

一
）
二
月
生
、
山
形
市
出
身
、
大

正
十
四
年
慶
大
経
済
学
部
卒
、
満
洲
国

本
渓
湖
特
殊
鋼
等
を
経
て
昭
和
二
十
七

年
山
晴
社
を
設
立
代
表
と
な
る
、
四
十

六
年
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
改
称
。

慶
大
山
岳
部
々
員
と
し
て
活
躍
、
大

正
十

一
年
槙
有
恒
氏
ら
と
積
雪
期
槍
ヶ

岳
登
頂
、
大
正
十
三
年
前
穂

高

北

尾

根
、
屏
風
岩
登
攀
、
昭
和
四
十
年
代
に

も
穂
高
で
岩
登
り
を
続
け
、
七
十
歳
の

こ
ろ
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
、
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
、
モ
ン
・
ブ
ラ
ン
等
に
登
る
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
、
小
島
烏
水
、
木
暮

理
太
郎
、
藤
本
九
三
氏
ら
の
レ
リ
ー
フ

製
作
、
本
会
の

『
山
日
記
」

『
山
岳
』

会
報
等
の
カ
ッ
ト
、
記
念
品

等

の
図

案
、
図
書
の
装
憤
な
ど
永
年
に
わ
た
っ

て
作
製
し
た
点
数
は
彩
し
い
数
に
達
す

る
。昭

和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
二
月
本

会
入
会
、
会
員
番
号

一
六
三
〇
、
評
議

員
、
旧
東
京
支
部
役
員
と
し
て
会
務
に

尽
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（望
月
）

ア
イ
ス

ｏ
ア
ッ
ク
ス
の
原
型

―

周
布
光
兼
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
―

十
二
月

一
日
京
王
プ
ラ
ザ

・
ホ
テ
ル

で
年
次
晩
餐
会
が
あ
っ
た
が
、
後
藤
幹

次
さ
ん
と
お
会
い
す
る
た
め
少
し
早
目

に
会
場

へ
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
周
布
光

兼
氏
が
古
め
か
し
い
斧
を
手
に
し
て
そ

ば

へ
来
ら
れ
た
。

「
山
崎
さ
ん
、
こ
れ

は
何
で
し
ょ
う
。
も
し
登
山
で
使
わ
れ

て
い
た
も
の
な
ら
会

へ
寄
贈
し
ま
す
」

と
い
わ
れ
た
。
見
る
と
長
さ
は
六
、
七

十
セ
ン
チ
の
手
斧
で
、
四
サ
所
に
鉄
の

輪
が
は
め
ら
れ
、
先
端
の
石
づ
き
の
部

分
は
平
ら
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
刃

が
つ
い
て
お
り
ず

っ
し
り
と
重
い
。

写
真
の
よ
う
に

一
見
武
器
の
よ
う
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ご
く
初
期
の
ア
イ

ス
・
ア
ッ
ク
ス
に
違
い
な
い
と
、
私
は

直
感
し
た
。
喜
こ
ん
で
ル
ー
ム
ヘ
寄
贈

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
が
、
こ
れ

は
周
布
氏
の
祖
父
公
平
氏

（大
正
十
年

歿
、
枢
密
院
顧
問
官
、
男
爵
、
ベ
ル
ギ

ー
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
大
公
使
を
歴
任
）
が
、
明
治

二
十
年

（
一
八
八
七
年
）
以
前
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
駐
在
し
て
い
た
こ
ろ
手
に
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
周
布
家

に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
。

入
手
経
路
や
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
光
兼
氏
が
山
好
き
だ
と
い
う
の
で

譲
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
で
使
用
さ

れ
た
初
期
の
ピ
ッ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、

ウ
ィ
ン
パ
ー
の

「
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
」

の
中
の
、
ベ
ン
ネ
ン
や
ク
ロ
ー
の
手
に

し
て
い
る
も
の

（
一
九
二
六
年
第
六
版

の
五
十
四
ペ
ー
ジ
と
百
三
十

五
ペ

ー

二
十
二
人
）
は
、
十
月
四
日
と
九
日

の
二
次
に
分
か
れ
四
人
ず
つ
が
登
頂

し
た
が
、
第

一
次
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

・
ツ
ィ
グ
ム
ン
ト
、
ジ

ェ
テ
ィ
・
ク

ク
シ
ュ
カ
は
無
酸
素
だ
っ
た
。
三
高

峰
を
七
週
間
内
で
登
る
計
画
だ
っ
た

ダ
グ

・
ス
コ
ッ
ト
の
無
酸
素
エ
ベ
レ

ス
ト
登
山
は
断
念
し
た
。

こ
の
ス
コ
ッ
ト
と
と
も
に
プ
レ
の

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
北
稜
に
初
登

は
ん
し
た
ピ
ー
タ
ｌ

ｏ
ボ
ー
ド
マ
ン

ら
五
人
は
、
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
の

南
峰

（
七
〇

一
〇
ｍ
）
に
南
稜
か
ら

登
頂
し
た
が
、
主
峰
（
七

一
五
Ｏ
ｍ
）

ま
で
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

日
本
隊
で
は
、
カ
モ
シ
カ
同
人
隊

（高
橋
通
子
隊
長
ら
十
七
人
）
が
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
第
二
峰

（
七
七
五

一
ｍ
）
、

第
二
峰

（
七
七

一
五
ｍ
）、
第

五
峰

（
七
六

一
八
ｍ
）
の
三
山
縦
走
に
成

功
し
た
。
十
月
十
五
日
、
第
二
峰
側

か
ら
小
松
幸
三
リ
ー
ダ
ー
ら
五
人
、

第
五
峰
側
か
ら
小
椋
成
人
リ
ー
ダ
ー

ら
二
人
が
同
時
に
縦
走
を
開
始
、
第

ジ
）
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

周
布
氏
の
所
持
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

そ
れ
よ
り
さ
ら
に
以
前
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

家
に
帰

っ
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

０
暉
●
●
】椰
∞
Ｆ
”
棗
″
”
”
鮎
＞
・げ
口
のヽ

の

↓^
Ｆ
①

Ｎ
ｏ
●
８
『∽
ｏ
ｈ
多
①
＞
ぼ
∽こ
の
一弟
八
章
、

二
８
‐＞
ｘｏ
”
乱

”
ｏづ
①と
に
そ
の
説
明

が
あ
っ
た
。
私
の
所
持
し
て
い
る
の
は

一
八
八
八
年
発
行
の
第
二
版
だ
が
、
そ

れ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ

て

い

三
峰
と
第
五
峰
の
コ
ル

（約
七
二
〇

〇
ｍ
）
で
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
十
六
日

に
両
隊
と
も
反
対
側
に
抜
け
出
た
。

一
山

一
隊
と
い
う
従
来
の
形
式
か
ら

脱
皮
し
た
新
機
軸
と
し
て
注
目
さ
れ

よ
う
。
隊
員
の
平
均
年
齢
も
二
十
六

歳
、
し
か
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
は
、
小

松
、
小
椋
の
第
四
峰
登
頂
（
七
五
年
）

ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。

岡
山
大
山
岳
会

（大
森
武
生
隊
長

ら
八
人
）
は
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
第

二
峰

（
七

一
五
Ｏ
ｍ
）
に
十
月
十
九
日
、

小
倉
英
郎
と
シ
ェ
ル
バ
が
、
さ
ら
に

二
十
日
に
も
小
倉
の
ほ
か
、北
原
孝
、

横
尾
信
が
そ
れ
ぞ
れ
登
頂
し
た
。
岡

山
大
隊
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
第
五
峰
の
初

登
頂
の
実
績
を
持
つ
。

冬
季

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
が
す
で
に
開
始
し
て
お
り
、

つ
い
で
明
年
冬
は
植
村
直
己
と
メ
ス

ナ
ー
が
単
独
で
、
南
東
稜
と
西
稜
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
登
頂
を
目
指

し

て

い

る
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
許
可
は
植
村

に
は
一
月
九
日
に
お
り
た
。

プ
０

。「十
八
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
現

世
紀

（十
九
世
紀
）
の
初
め
に
か
け
て
使
用

さ
れ
て
い
た
ア
イ
ス
・
ア
ッ
ク
ス
の
型

は
ほ
と
ん
ど
船
大
工
の
斧
と
同
じ
も
の

で
あ
っ
た
。
カ
モ
シ
カ
猟
師
も
氷
河
を

一

横
断
す
る
と
き
、
足
場
切

り

の
た

め

一

に
、
息
子
が
シ
ャ
レ
ー
の
薪
を
切
る
の

一

に
使
っ
て
い
た
の
と
同
じ
道
具
を
用
い

一

て
い
た
。
柄
の
長
さ
は
大
体
ニ
フ
ィ
ー

一

卜
で
、
身
体
の
ベ
ル
ト
ヘ
手
軽
に
さ
せ

一
(3)



る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ア
ル
バ
イ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
各
巻
の
ク
ロ
ー
ス
表

紙
に
画
か
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
は
こ
の
種

の
ア
ッ
ク
ス
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ル
マ
ー
が
以
前
の

ア
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
彼
の
シ
ャ
レ
ー
の
納
屋
か
ら

一
本
の
ピ

ッ
ク
を
見
つ
け
た
が
、
そ
れ

は

一
八
五
四
年
以
前
オ
ー
バ
ラ
ン
ト
全

体
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の

こ
ろ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た
登
山
が
始
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

同
書
の
四
十
二
ペ
ー
ジ
対
に
は
初
期

の
ピ
ッ
ケ
ル
の
図
が
九
つ
出

て

い
る

が
、
船
大
工
の
も
の
ま
で
は
載

っ
て
い

な
い
．

周
布
氏
の
ア
ッ
ク
ス
は
、
ま
さ
に
船

大
工
の
使
っ
て
い
た
ア
ッ
ク
ス
で
、
日

本
で
は
ま
ず
お
見
に
か
か
る
こ
と
の
出

来
な
い
貴
重
品
で
あ
る
。
登
山
の
資
料

と
し
て
も
ま
こ
と
に
重
要
な
も
の
で
、

長
く
会
に
保
管
し
た
い
と
思
う
。

周
布
氏
の
御
厚
意
に
深
く
感
謝
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
（山
崎
安
治
）

写
真
は
そ
の
ア
イ
ス
・
ア
ッ
ク
ス
。

長
さ
七
〇
セ
ン
チ
、
ア
ッ
ク
ス
か
ら

ピ

ッ
ク
の
先
ま
で
十
七
・
五
セ
ン
チ
、

ア
ッ
ク
ス
の
刃
渡
り
十

一
セ
ン
チ
、

重
量

一
ｏ
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

〓　上高
地山研
だより

上
高
地
の
山
研
は
、
去
る
十

一
月
十

一
日
（日
）に
閉
所
し
、
管
理
人
の
津
村

夫
妻
も
元
気
に
下
山
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
上
高
地
は
天
候
不
順
で
、
夏

報
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訳著

図

書

紹

介
『
う
ち
な
る
山

々
』

中
野
　
孝
次
著

「岳
人
」
に
連
載
し
た
も
の
を
ま
と

め
た

一
著
、
書
名
が
示
す
よ
う
に
、

山
を
め
ぐ
っ
て
の
思
索
で
、
著
者
の

内
面
風
景
が
語
ら
れ
て
い
る
。

人
間
に
は

「自
然
の
中
で
生
物
と

し
て
の
自
分
を
確
認
せ
ず
に
い
ら
れ

ぬ
衝
動
を
も
っ
た
人
種
」
と

「都
会

の
複
雑
な
人
間
関
係
の
な
か
で
泳
い

で
い
る
方
が
快
適
な
人
種
」
と
の
二

種
が
あ
っ
て
、
著
者
は

「平
穏
な
日

常
の
連
続
と
人
間
関
係
の
や
や
こ
し

い
持
続
が
耐
え
が
た
く
、
た
え
ず
そ

こ
か
ら
突
き
出
し
て
い
か
ず
に
い
ら

れ
ぬ
も
の
が
あ
る
」
か
ら
前
者
に
属

し
て
い
る
と
自
己
規
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
著
者
に
ま
ず
親
近
感
を
お

ぼ
え
る
読
者
は
多
い
か
も

し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
な
ぜ
前
者
に
属
す
る

の
か
、
前
者
に
属
す
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
を
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
中

世
の
生
活

へ
の
憧
憬
、
ジ
ャ
ヴ

ェ
ル

の
『
一
登
山
家
の
思
い
出
』、
さ
ら
に

は
ブ
リ
ュ
ー
グ
ル
の
絵
、
西
行
や
三

好
達
治
ほ
か
の
作
品
の
引
用
な
ど
、

独
文
学
者
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の

著
者
の
思
想
生
活
を
背
景
に
熱

っ
ぽ

く
語
っ
て
い
る
。
執
筆
の
動
機

に

は

「ジ
ム
ナ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
つ
つ
あ
る

ら
し
い
」
近
頃
の
登
山
へ
の
反
感
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ジ
ム
ナ
ス
チ
ッ
ク

な
山
登
り
に

「う
ち
な
る
山
々
」
が
存

在
し
な
い
と
は
い
え
な
い
し
、
山
の
本

は
す
べ
て

「う
ち
な
る
山
々
」
を
語
っ

て
い
る
と
も
い
え
る
か
ら
、
こ
れ
は
内

面
風
景
を
描
く
こ
と
へ
の
一
つ
の
エ
ク

ス
キ
ュ
ー
ズ
な
い
し
は
、
は
に
か
み
と

受
け
と
っ
て
お
く
ほ
う
が

い

い
よ
う

だ
。そ

れ
は
と
も
か
く
、
本
書
で
は
、
い

た
る
と
こ
ろ
か
ら
病
め
る
現
代
と
そ
こ

に
生
き
る
苦
渋
が
う
め
き
声
を
発
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
に
全
面
的
に
首
肯
で

き
な
い
読
者
で
も
、
し
か
し
健
康
な
自

然
感

へ
の
著
者
の
つ
よ
い
憧
憬
、

「
こ

の
ま
ま
で
は
も
う
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
い
う
著
者
の
思
い
に
は
深
い
共
感
を

覚
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
内
面
の
衝
動
に

動
か
さ
れ
て
著
者
は
信
州
の
一
隅
に
山

荘
を
つ
く
る
が
、
十
年
の
の
ち
そ
の
山

荘
を
た
た
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
も
ま
た

自
然
が
失
わ
れ
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
る

が
、
失
わ
れ
た
も
の
は
自
然
だ
け
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
な
じ
み
に
く
い
箇
所

の
あ
る

「
わ
が
月
歴
画
」

の
章

よ
り

も
、
こ
の
山
荘
生
活
を
描
い
た

「
山
小

屋
の
雪
」
の
章
で
素
直
に
著
者
の
内
面

風
景
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

こ
の
第
二
部
に
相
当
す
る
部
分
に
中
心

を
お
い
た
新
し
い
作
品
を
期
待

し
た

い
．
そ
れ
は
、

『森
の
生
活
』

（
ヘ
ン

リ
ー
●
ソ
ロ
ー
）
の
日
本
版
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
。

昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
四
日
発
行

東
京
新
聞
出
版
局
刊
　
二
〇
〇
〇
円

（
大
森
久
雄
）

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行
』

Ｊ
ｏＤ
ｏ
フ
ー
カ

薬

師

義

Ｊ

・
Ｄ

・
フ
ー
カ
ー
が
シ
ッ
キ
ム
と

東
部
ネ
パ
ー
ル
の
山
域
を
探
査
し
た
の

は

一
人
四
八
、
四
九
年
だ
が
、
そ
れ
は

わ
が
嘉
永

一
、
二
年
に
当
り
、
米
使
ペ

リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
す
る
四
―
五
年
以

前
の
古
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
欧
州
ア

ル
プ
ス
の
登
山
史
を
開
い
て
も
、　
一
八

四
〇
年
代
は
、
ア
ル
プ
ス
の
巨
峰
が
よ

う
や
く
登
ら
れ
だ
し
た
、
ご
く
初
期
の

時
代
に
相
当
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
頭
に
お
い
て
、
フ

ー
カ
ー
の
探
査
を
振
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
そ
れ
は
本
人
の
意
図
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
文
字
通
り
先
駆
者
的
な

業
績
で
あ
っ
た
と
い
う
感
が
、
ひ
と
し

お
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
成

果
が

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行
』
に
ま
と
め
ら

れ
、
そ
の
内
容
や
地
図
が
早
期
の
探
検

者
た
ち
に
大
い
に
活
用
さ
れ
、
役
立
っ

た
こ
と
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検
史
上
で
も

つ
と
に
よ
く
知
ら
れ
た

こ
と

で
あ
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
年
月
が
経
過
し
て

新
し
い
文
献
、
例
え
ば
フ
レ
ツ
シ
ュ
フ

ィ
ー
ル
ド
の

『
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

一
周
」
と
か
バ
ウ
ア
ー
の

『
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
挑
戦
し
て
』
の
よ
う
な
も
の
が
現
わ

れ
る
と
ヽ
フ
ー
カ
ー
の
方
は
し
だ
い

に
古
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
本

の
題
名
は
誰
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
具
さ
に
読
む
者
は
漸
減

し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
．
ひ
と
つ
に
は
上
下
巻
で
九
百

ペ
ー
ジ
に
も
達
す
る
分
量
の
せ
い
で

も
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
会
員
薬
師
義
美
氏
に
よ

つ
て
、
こ
の
浩
翰
な
古
典
が
訳
出
刊

行
さ
れ
た
。
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、

四
年
余
の
歳
月
を
費
し
た
も
の
と
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
く
こ
な
れ
た

読
み
易
い
訳
と
な
っ
て
い
る
。
何
と

い
っ
て
も
、
解
り
の
い
い
日
本
語
で

読
み
う
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
仕
合
せ

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
巻
末
に
著

者
の
こ
と
な
ど
に
つ
き
十
三
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
訳
者
の
解

説
が

あ

る

が
、
訳
者
の
学
殖
を
う
か
が
う
こ
と

の
で
き
る
見
事
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
本
訳
者
に
た
い
し
て
は
、
出

版
社
の
良
心
的
協
力
が
な
さ
れ
た
と

い
う
点
も
、　
一
言
し
て
お
き
た
い
。

印
刷
、
製
本
等
が
現
在
望
み
う
る
最

高
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

原
書
初
版
か
ら
複
写
さ
れ
た
原
色
版

の
口
絵
も
実
に
見
事
で
あ
り
、
挿
入

さ
れ
た
数
多
く
の
銅
版
画
、
地
図
等

は
、
極
め
て
鮮
明
に
印
刷
さ
れ
て
い

て
、
原
書
に
ま
さ
る
と
も
お
と
ら
な

い
。
愛
書
家
の
書
架
に
加
え
る
に
足

り
る
立
派
な
出
来
栄
え
で
あ
る
こ
と

を
、
心
か
ら
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
の
邦
訳
に
つ
い
て

(4)
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の
登
山
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
雨
や

台
風
に
見
ま
わ
れ
、
特
に
十
月
の
利
用

者
は
昨
年
の
半
分
以
下
と
な

り
ま

し

た
。ま

た
、
燃
料
の
プ
ロ
バ
ン
ガ
ス
や
灯

油
の
値
上
が
り
、
設
備
、
修
理
費
も
か

さ
み
、
現
地
で
の
支
出
も
昨
年
度
の
倍

に
は
ね
上

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、

会
員
皆
さ
ま
の
ご
利
用
と
ご
協
力
を
切

望
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
状
況

（山
研
運
営
委
員
会

・
高
本
）

５４
年
度

５３
年
度

281 269 会 員

418 497 非会員

42 34 小学生

10 15 小  人

751 815 計

概
観
す
る
と
、
従
来
は
巨
峰
の
初
登

頂
記

（主
に
新
刊
の
）
が
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
。
過
去
二
十
年
ぐ
ら
い
が

丁
度
そ
う
い
う
時
代
に
あ
た
っ
て
い

た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
本
書
の
よ
う

な
古
典
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
な
時
代

に
な
っ
た
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
ヒ

マ
ラ
ヤ
探
究
が
、　
一
段
と
厚
味
を
加

え
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
点

で
も
本
訳
書
の
刊
行
さ
れ
た
意
義
は

少
な
く
な
い
。

（Ａ
判
本
文
五
六

一
ペ
ー
ジ
、
写
真

ニ
ペ
ー
ジ
、
原
色
版
口
絵

一
二
ペ
ー

ジ

一
九
七
九
年
八
月

一
〇
日
、
自
水

社
発
行
、
定
価
五
八
〇
〇
円
）

（望
月
達
夫
）

『
ア
ル
プ

ス
に

光
み
な
ぎ
る
時
』

近
藤
　
等
著

こ
の
本
は

一
九
七
五
年
か
ら

一
九

七
八
年
ま
で
、
著
者
が
渡
欧
し
た
際

に
登

っ
た
、
夏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア

ル
プ
ス
の
紀
行
を
ま
と
め
た
も
の
。

同
じ
紀
行
集

「
シ
ャ
モ
ニ
の
休
日
」

以
来
四
冊
目
の
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
に
つ
い

て
造
詣
が
深
く
、
し
か
も
な
お
現
役

と
同
じ
に
数
多
く
高
度
の
登
行
を
お

こ
な
っ
て
い
る
著
者
の
紀

行

な

の

で
、
山
の
選
択
、
ル
ー
ト
の
叙
述
、

山
の
描
写
に
は
力
が
あ
り
、
山
に
対

す
る
著
者
の
感
受
性
の
豊
か
さ
は
青

い
杢
と
か
氷
雪
の
白
さ
を
常
に
読
む

者
に
密
着
さ
せ
て
く
る
．
た
と
え
そ

れ
が
悪
天
候
で
の
登
行

だ
と
し

て

も
、
並
行
し
て
語
ら
れ
る
解
説
や
、
飛

び
交
う
雲
の
切
れ
日
に
青
空
を
感
じ
さ

せ
る
。
こ
れ
は
著
者
と
山
行
を
共
に
し

た
レ
ビ

ュ
フ
ア
な
ど
多
く
の
岳
人
の
持

っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
も
思

私
は
た
ま
た
ま
昭
和
１８
年
の
会
報
１２８

号
で
出
陣
学
徒
を
代
表
し

「生
還
を
期

せ
ず
」
と
挨
拶
し
た
近

藤

氏

を
知

っ

た
。
氏
と
共
に
そ
こ
に
集

っ
た
出
陣
学

徒
の
大
半
が
未
帰
還
と
な
っ
た
に
相
違

な
い
。
そ
れ
か
ら
も
う
４０
年
近
い
歳
月

が
流
れ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
は
次
々

と
登
ら
れ
、
人
目
を
ひ
く
山
も
壁
も
少

な
く
な
っ
た
。
山
登
り
の
多
様
性
を
説

き
将
来
の
登
山
に
希
望
を

つ
な

い
だ

り
、
山
登
り
を
病
気
の
一
種
だ
と
説
明

す
る
人
も
い
る
。
だ
が
本
当
に
山
登
り

は
存
続
す
る
だ
ろ
か
。
か
た
く
な
に
自

分
の
山
登
り
を
守
り
通
し
た
人

々
が

次
々
と
去
っ
て
、
日
本
の
山
に
飽
き
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
に
飽
き
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
も
飽
き
て
、
登
山
に
お
け
る

価
値
の
動
転
を
将
来
に
予
測
さ
れ
る
よ

う
な
状
態
に
放
り
出
さ
れ
た
者
が
期
待

す
る
も
の
は
、
自
分
た
ち
本
来
の
山
に

自
信
を
も
っ
て
立
ち
戻
れ
る
力
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
、
大
き
な
価
値
の
動
転

に
あ
っ
て
も
な
お
山
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

た
先
人
た
ち
の
掴
ん
だ
も
の
で
あ
る
に

違
い
な
い
。

こ
の
本
を
読
み
終
え
、
私
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
は
美

し

い
と
思
っ

た
。
日
本
の
山
を
こ
の
よ
う
に
美
し
く

外
国
に
語
り
伝
え
る
現
代
の
ウ
ェ
ス
ト

ン
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
ふ
っ
と
思
っ

た
り
も
し
た
。

終
り
に
、
こ
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
山
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
著
者
の
よ

う
な
技
価
を
持
つ
と
錯
覚
し
た
登
山
者

が
、
安
易
に
同
じ
山
に
取
り
つ
か
ぬ
よ

う
警
告
し
た
い
。
例
え
ば
第
二
部
に
あ

る
ブ
リ
ュ
ー
ム
リ
ス
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の

北
西
稜
を
著
者
は

「簡
単
で
や
さ
し
す

ぎ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

著
者
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で
他
の
者
に

は
通
用
し
な
い
。昨
年
夏
、カ
ン
デ
ル
シ

ュ
テ
ッ
ク
山
案
内
人
組
合
は
こ
の
北
西

稜
で
の
死
者
が
１０
名
に
達
し
、
と
う
と

う
新
し
く
ル
ー
ト
標
識
を
つ
け
た
と
、

昨
年
Ｓ
Ａ
Ｃ
の
月
刊
誌
＾
口
①
＞
ぼ
８
む

１０
月
号
は
第

一
面
で
報
じ
て
い
る
。
経

験
の
あ
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
も
、
北
西
稜

に
あ
る
通
称
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
地

点
で
は
ル
ー
ト
を
ま
ち
が
え
滑
落
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十

一
日
刊

東
京
新
聞
出
版
局
発
行
　
定
価

一
八

〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
（岡
沢
祐
吉
）

『
登
山
史
の
発
掘
』

山
崎
　
安
治
著

登
山
史
の
解
説
を
や
ら
せ
た
ら
右
に

出
る
者
が
な
い
山
崎
安
治

氏

の
新

著

は
、
そ
の
点
に
お
い
て
期
待
に
そ
む
か

ず
、
内
容
の
充
実
し
た
読
み
ご
た
え
の

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
に
は
、
本
書
以
前
に
「剣
の
窓
」

「穂
高
星
夜
」
「山
の
序
曲
」
「日
本
登

山
史
」
が
あ
る
か
ら
、
日
本
の
登
山
の

歴
史
に
つ
い
て
は
概
ね
語
り
つ
く
さ
れ

て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
ま
だ
ま
だ
書

き
足
ら
な
か
っ
た
部
分
が
こ
ん
な
に

あ
っ
た
の
か
と
驚
く
。

そ
う
言

え

ば
、
本
書
に
収
載
さ
れ

て

い
る

の

は
、
南

・
北

・
中
央
ア
ル
プ
ス
に
限

ら
れ
て
お
り
、
ま
だ
発
表
し
て
い
な

い
上
越
や
、
東
北
、
北
海
道
、
奥
秩

父
等
の
口
本
の
代
表
的
な
山
々
に
も

視
点
と
対
象
を
拡
げ
て
い
け
ば
、
こ

の
著
者
に
残
さ
れ
て
い
る
使
命
は
限

り
な
く
大
き
い
。

本
書
の
な
か
で
著
者
は
、
従
来
伝

え
ら
れ
て
い
る
登
山
史
の
誤
り
と
思

わ
れ
る
点
を
次
々
に
訂

正

し

て

い

る
。　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
芥
川
龍
之

介
の
槍
ヶ
岳
登
山
の
年

月

日

の
考

証
、
地
蔵
岳
オ
ベ
リ
ス
ク
の
登
攀
、

前
穂
高
北
尾
根
四
峰
側
壁
の
登
攀
日

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
訂
正
の
た

め
の
検
証
に
は
、
人
に
知
ら
れ
ぬ
苦

心
と
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
跡
が
う

か
が
わ
れ
、
敬
服
に
価
い
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
登
山
関
係

（単
行
本
、
雑

誌
、
報
告
書
類
）
以
外
の
文
献
に
記

載
さ
れ
て
い
る
山
の
記
事
な
ど
は
、

限
ら
れ
た
人
を
除
い
て
眼
に
ふ
れ
る

機
会
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
著
者
は

眼
を
皿
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ら
の
文

献
記
事
を
探
し
だ
し
、
抄
録
し
て
紹

介
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
発
表

さ
れ
て
い
な
い
登
山
記
録
に
つ
い
て

は
、
正
確
を
期
す
る
た
め
当
事
者
に

直
接
面
接
し
て
ヒ
ヤ
タ

ン
グ

を
行

い
、
未
発
表
記
録
の
欠
落
を
埋
め
て

い
る
。

科
学
技
術
の
世
界
で
は
、
各
分
野

(5)
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第
２２
回
紅
葉
会
報
告

静
岡
支
部

去
る
十

一
月
十
日
夕
天
城
山
麓

（伊

豆
）
の
国
民
宿
舎
で
懇
親
会
を
持
ち
翌

十

一
日
仁
科
峠
か
ら
天
城
峠
ま
で
の
山

歩
き
、
夕
刻
修
善
寺
駅
で
解
散
い
た
し

ま
し
た
。
縦
走
途
中
、
怪
我
人
を

一
名

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
お

よ
び
支
部
員
の
協
力
と
適
切
な
処
置
で

大
事
に
至
ら
ず
、
不
幸
中

の
幸

で
し

た
。
お
怪
我
の
一
日
も
早
く
快
癒
さ
れ

ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
参
加
者
の
御
協
力
に
対
し
て
改

め
て
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

（
参
加
者
）

小
林
重

一
、
久
保
孝

一

郎
、
久
保
ツ
ル
エ
、
神
奈
川
甚
吉
、
鶴

岡
元
之
助
、
斎
藤
桂
、
望
月
達
夫
、
富

田
郁
夫
、
山
田
哲
郎
、
田
中
仲
治
、
川

北
仁
、
山
崎
健
、
近
藤
恒
雄
、
青
木
昇

砂
田
定
夫
、
進
藤
波
男
、
梅
野
淑
子
、

木
村
俊
博
、
松
本
熊
次
郎
、
芳
野
菊
子

松
本
慎
太
郎
、
川
上
光
久
、
木
下
是
雄

網
蔵
志
朗
、
隈
部
恵
子
、
近
藤
緑
、
杉

山
都
子
、
高
沢
英
夫
、
同
夫
人
、
山
本

朋
三
郎
、
牧
野
衛
、
水
野
公
夫
、
田
辺

恵
三
、
久
保
田
保
雄
、
安
間
荘
、
望
月

福
次
、
池
上
和
男
、
小
方
全
弘
、
石
間

信
夫
、
坂
井
八
郎
、
渡
辺
勝
宏
、
仁
藤

敏
彦
、
西
郷
正
郎
、
稲
垣

一
郎
、
滝
田

博
之
、
中
山
啓
司
、
川
端
信
治
、
山
口

亮
。
以
上
４８
名
　
　
　
　
（山
口
亮
）

―

紅
葉
会
偶
感
―

昭
和
五
十
四
年
の
紅
葉
会
は
、
十

一

月
十
日
が
終
日
雨
で
、
翌
日
の
天
候
も

別
の
世
界
中
の
研
究
デ
ー
タ
が
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
に
記
憶
さ
れ
て
い
て
、

た
ち
ま
ち
こ
れ
を
引
き
出
す
仕
組
み

が
既
に
出
来
て
い
る
。
さ
し
ず
め
山

崎
氏
な
ど
登
山
史
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
代
わ
り
を
果
た
す
存
在

で
あ
ろ
う
。

本
書
は
大
別
す
る
と

「登
山
史
の

発
掘
」
と
し
て
、
各
務
良
幸
氏
の
モ

ン
ｏ
モ
デ
ィ
登
攀
、
厳
冬
期
お
よ
び

積
雪
期
の
穂
高
の
初
登
記
録
、
剣
尾

根
の
記
録
な
ど
。
そ
の
他
、
明
治
中

期
の
二
つ
の
飛
騨
山
脈
踏
査
の
資
料

紹
介
は
興
味
深
い
。
次
が

「山
の
履

歴
書
」
で
、
日
本
ア
ル
プ
ス
命
名
の

由
来
、
使
用
の
経
過
が
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
更
に
南

・
北

・
中
央
ア
ル
プ

ス
の
主
要
な
ピ
ー
ク
の
登
攀
史
が
刻

明
に
整
理
さ
れ
、
最
後
に
「山
と
人
」

で
六
篇
の
論
文
、
随
筆
が
あ
つ
め
ら

れ
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
創
立
以
前
、
明
治
三

十
七
年
に
欧
州
ア
ル
プ
ス
を
探
訪
し

た
中
目
覚
氏
の
事
蹟
を
調
べ
た

一
文

な
ど
読
者
の
眼
を
ひ
く

こ
と

だ
ろ

言
う
ま
で
も
な
く
山
崎
氏
は
大
変

な
読
書
家
で
あ
る
．
本
書
を
ま
と
め

る
に
あ
た
っ
て
参
考
に
し
た
文
献
資

料
の
類
は
、
お
そ
ら
く
百
冊
を
越
え

る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

一
覧
と
し
て
巻
末
に
で
も
の
せ
て
お

い
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
本

に
は

一
一
〇
部
限
定
の
特
製
本
が

あ
る
こ
と
も
好
書
家
を
喜
ば
せ
る
に

違
い
な
い
。

Ａ
５
版
　
三
〇
五
頁
　
一
九
七
九
年

九
月
　
著
渓
堂
刊
　
定
価
二
五
〇
〇

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（織
内
信
彦
）

覆
刻
版『泉

を
聴
く
』

西
岡
　
一
雄
著

西
岡

一
雄
老
の
処
女
随
筆
集

『泉
を

聴
く
』
は
、
稀
観
本
と
ま
で
は
い
か
な

く
と
も
、
古
書
市
場
で
は
入
手
困
難
な

一
冊
で
あ
ろ
う
。
か
ね
て
加
納

一
郎
氏

よ
り
、
老
の
没
後
十
三
周
忌
な
ど
に
追

悼
出
版
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。
日
本
山

岳
会
編
、
大
修
館
版

『覆
刻

・
日
本
山

岳
名
著
シ
リ
ー
ズ
ェ
Ⅱ
』
で
、
本
書
は

森
本
次
男
著

『樹
林
の
山
旅
』
と
も
ど

も
、
惜
し
く
も
選
に
も

れ

て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
は
と
い
う
の
で
、
関
西
在

住
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
は
じ
め
関
係
者
が
協

力
し
、
地
元
出
版
社
か
ら
昭
和
５３
年
秋

に

『樹
林
の
山
旅
』
上
製
八
〇
〇
部
限

定
、
さ
ら
に
昭
和
５４
年
秋
に
は
、
特
製

五
〇
部
限
定
本
を
上
梓
し
た
。

本
書
は
地
元
サ
ン
ブ
ラ
イ
ト
社
覆
刻

企
画
第
二
弾
だ
が
、
原
著
の
完
全
覆
刻

に
加
え
、
念
の
い
っ
た
こ
と
に
原
本
の

正
誤
表
ま
で
つ
い
て
い
る
。
も
っ
と
も

あ
ま
り
ひ
ど
い
誤
植
は
、
覆
刻
に
際
し

訂
正
し
て
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
諏
訪
多

栄

蔵

編

『
回
想
―
西
岡

一
雄
』
が
、
付
録
と
し

て
別
冊
に
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
美
麗

貼
函
に
収
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ま
こ
こ
で

″
好
日
山
荘
″
創
設
者

西
岡
老
と
、
名
著
の
ほ
ま
れ
高
い

『泉

を
聴
く
』
の
内
容
に
つ
い
て
云
々
す
る

必
要
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
付

録
の

『
回
想

・
追
悼
篇
』
を
み
る
と
、

西
岡

一
雄
頌
、
深
林
と
時
雨

（石
塔
尾

根
）
／
諏
訪
多
栄
蔵
。
忘
年
淡
交
／
新

井
清
。
わ
が
師

・
西
岡

一
雄
／
大
賀
寿

二
。
漂
泊
の
山
旅
人
／
森
本
次
男
。
西

岡
老
の
遠
近
／
加
納

一
郎
。
回
想
の
秩

父
―
詩
二
篇
／
永
楽
孝

一
。

「泉
を
聴

く
」
に
つ
い
て
／
諏
訪
多
栄
蔵
。
賀
状

一
束
／
好
日
山
荘
主
人
。
逝
去
通
知
、

弔
辞
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
「遺
稿
篇
」

と
し
て
は
、

「峠
ふ
た
つ
／
青
崩
峠

・

保
福
寺
峠
」

「官
川

・
父
が
谷
お
よ
び

大
和
谷
」

「隣
虚
亭
雑
記
」
の
三
章
が

あ
り
、
豊
富
な
口
絵
写
真
の
数
々
と
あ

い
ま
っ
て
、
帯
封
の
Ｐ
Ｒ
口
上
で
は
な

い
が
、
西
岡

一
雄
研
究
の
好
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

付
録
口
絵
カ
ラ
ー
写
真
は
、
『山
岳
』

第
五
十
九
年

（
一
九
六
四
）
二
五
三
頁

掲
載
の
、
足
立
源

一
郎
画
伯
描
く
と
こ

ろ
の
、
壮
年
時
代
の
肖
像
画
で
、
ご
息

女
秘
蔵
の
と
こ
ろ
を
と
く
に
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
．
さ
き
ご
ろ
、
鎌
倉
で
美

術
館
学
芸
員
を
し
て
お
ら
れ
る
足
立
朗

氏
は
、
父
上
の
数
少
な
い
遺
作
中
の
一

点
を
ご
覧
に
な
る
べ
く
上
洛
さ

れ

た

が
、
そ
の
保
存
状
態
の
わ
る
さ
を
な
げ

か
れ
、
完
全
に
修
復
し
た
上
で
あ
ら
た

め
て
返
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
―

‐

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
本
書
復
刻
が

と
り
も
っ
た
後
日
諄
で
あ
り
、
こ
の
機

会
に
あ
き
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
西
岡
老
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た

「木
曽
古
道
の
研
究
」
原
稿

は
、
老
独
得
の
出
版
社
泣
か
せ
の

釘
流
達
筆
の
た
め
、
か
ね
て

さ
ん
が
全
文
清
書
さ
れ
て
い
た
が
、

あ
ま
り
に
も
分
量
が
多
く
、
そ
の
内

容
も
専
門
的
に
す
ぎ
る
た
め
、
今
回

も
ま
た
陽
の
目
を
み
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
本
書
の
復
活
を
も
っ

と
も
喜
こ
ん
で
い
た
だ
け

る

は
ず

の
、
加
納
さ
ん
が
長
逝
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
こ
の
企
画
に
た
ず
さ
わ

っ
た

一
人
と
し
て
最
大
の
痛
恨
事
に

思
う
。

と
こ
ろ
で
昭
和
５４
年
１０
月
１０
日
、

〃
中
公
文
庫
で
″

『泉
を
聴
く
』
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
東

京

ｏ
好
日
山
荘
の
海
野
治
良
氏
が
解

説
を
書
か
れ
て
い
る
。
新
仮
名
づ
か

い
だ
け
に
読
み
や
す
い
が
、
本
会
々

員
諸
兄
姉
に
は
、
あ
え
て
覆
刻
版
を

お
す
す
め
し
た
い
。
昭
和
九
年

・
朋

文
堂
版
の
完
全
覆
刻
、
ク
ロ
ス
装
、

Ｂ
６
判
、
本
文
三

一
〇
頁
、
上
製

本
。
付
録

（別
冊
）

『回
想
―
西
岡

一
雄
』
諏
訪
多
栄
蔵
編
、
Ｂ
６
版
、

本
文

一
六
〇
頁
、
写
真
多
数
。
昭
和

５４
年
■
月
１
日
、
サ
ン
ブ
ラ
イ
ト
出

版

（京
都
市
中
京
区
河
原
町
竹
屋
町

上
ル
）
発
行
、
四
〇
〇
〇
円
。
尚
、

『樹
林
の
山
旅
』
上
製
本
、
特
装
本

と
も
在
庫
僅
少
あ
る
由
。（阿

部
恒
夫
）
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一山は一一一（講演会）より

。
わ
が
登
行

講
師
　
三
田
幸
夫
氏

山
岳
会
の
集
り
は
四
角
張
ら
な
い

と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。
思
い
出
の

山
そ
れ
は
な
ん
と
い
っ
て
も
穂
高
で

し
ょ
う
。
大
正
年
代
は
何
時
も
穂
高

に
集
結
し
て
ま
し
た
。
私
も
そ
の
う

ち
の
ひ
と
り
と
し
て
情
熱
を
燃
や
し

ま
し
た
。
中
で
も
雪
の
穂
高
は
特
に

印
象
が
深
く
こ
と
の
ほ
か
素
晴
し
か

っ
た
。
ま
た
剣
、
立
山
も
格
好
な
山

の
一
つ
で
し
た
。
現
在
の
涸
沢
は
随

分
と
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
見
た
こ
と
の
な
い
雪
の
穂
高
は

一

体
ど
こ
か
ら
入
山
す
る
の
か
、
徳
本

峠
か
ら
入
る
の
か
、
そ
の
点
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
。

テ
ン
ト
、
寝
袋
と
い
っ
た
装
備
に

は
随
分
苦
労
し
ま
し
た
。
今
に
し
て

見
れ
ば
馬
鹿
々
々
し
い
位

の
装

備

で
、
仲
間
と
剣
、
立
山
へ
登
行
し
ま

し
た
。
そ
の
装
備
は
随
分
現
況
と
違

っ
て
い
た
が
、
た
と
え
装
備
が
よ
く

な
っ
て
も
自
然
の
恐
し
さ
は
今
も
昔

も
変
り
な
い
。
交
通
が
発
達
し
装
備

が
完
べ
き
で
も
、
山
の
遭
難
の
後
を
た

た
な
い
現
況
は
誠
に
遺
憾

な

こ
と

で

す
。
遭
難
に
は
運
不
運
が
伴
う
も
の
。

し
か
し
あ
る
程
度
の
危
険
は
避
け
ら
れ

る
で
し
よ
う
。

西
穂
の
ピ
ー
ク
に
登

っ
た
講
習
会
は

そ
の
一
例
だ
っ
た
。
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し

て
登
る
の
は
登
山
の
常
識
。
ご
多
分
に

洩
れ
ず
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
た
こ
と
で
こ

と
な
き
を
得
た
。
そ
の
点
講
習
会
は
よ

い
例
で
あ
り
貴
重
な
も
の
。
ア
ン
ザ
イ

レ
ン
す
る
こ
と
が
め
ん
ど
う
で
も
、
危

険
を
避
け
る
た
め
に
は
お
き
て
を
守
る

こ
と
だ
。

第

一
回
日
の
マ
ナ
ス
ル
登

山

の
と

き
、
前
進
基
地
五
〇
〇
Ｏ
ｍ
で
隊
員
の

一
人
が
落
下
し
た
。
な
ん
で
も
な
い
ス

ノ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
で
あ
っ
た
が
、
か
な
り

深
い
ク
レ
バ
ス
だ
つ
た
た
め
ア
ン
ザ
イ

レ
ン
し
て
い
て
も
落
下
地
点
の
発
見
に

苦
労
し
た
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
。

遭
難
を
さ
け
る
た
め
に
は
必
ず
ア
ン

ザ
イ
レ
ン
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
つ
の
教
訓

で
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
登
行
の
際
は
殆
ん

ど
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
た
も
の
だ
。

ス
イ
ス
の
登
行
の
と
き
は
ガ
イ
ド
が

ク
レ
バ
ス
に
落
下
し
た
が
、
前
後
で
ア

ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
い
た
の
で
こ
と
な
き

を
得
た
。
こ
れ
は
や
は
リ
ア
ン
ザ
イ
レ

ン
し
て
遭
難
を
免
れ
た

一
例
で
あ
る
。

霞
沢
の
よ
う
な
低
山
を
思
い
出
し
ま

す
が
、
ど
こ
の
山
に
入
っ
て
も
似
て
い

る
も
の
が
随
分
あ
り
ま
す
。
年
寄
り
が

古
い
山
を
語
る
と
笑
わ
れ
る
が
私
た
ち

の
よ
う
に
も
は
や
入
山
不
可
の
場
合
、

な
ん
と
い
っ
て
も
古
い
山
の
話
し
は
な

つ
か
し
い
も
の
だ
。

考
え
に
依

っ
て
随
分
い
ろ
い
ろ
の
登

り
方
が
あ
る
と
思
う
．
奇
襲
登
山
も

一

つ
の
行
き
方
。
藤
島

（敏
）
氏
の
如
き

登
山
こ
そ
幸
せ
な
登
山
だ
。

装
備
―
雨
具
は
英
国
登
山
家
の
着
衣

を
輸
入
し
た
。
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
の
寝
袋

は
完
全
に
な
め
し
て
な
か
っ
た
の
で
腐

っ
た
臭
い
が
し
た
。
当
時
は
自
分
で
作

っ
て
着
衣
し
た
も
の
で
あ
る
。

テ
ン
ト
は
ウ
ィ
ン
パ
ー
型
を
イ
ン
ド

駐
在
時
代
に
英
国
か
ら
輸
入
す
る
。

グ
リ
セ
ー
ド
は
外
国
の
本
で
知

っ
た

が
日
本
で
は
棒
ず
り
と
言
っ
て
い
た
。

靴

（
ス
イ
ス
製
）
の
輸
入
は
難
し
く

靴
屋
で
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
．

当
時
山
に
ス
キ
ー
を
け
い
た
い
す
る

こ
と
は
論
議
の
的
に
さ
れ
た
が
、
反
対

論
者
は
や
は
り
お
そ
く
、
輸
か
ん
は
ス

キ
ー
に
押
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。
当
時

金
具
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
も
の
で
あ
っ

た
。そ

の
頃
、
長
谷
川
伝
次
郎
氏
に
靴
下

を
編
ん
で
貰

っ
た
記
憶
が
あ
る
。
猪
谷

氏

（
父
）
は
伝
次
郎
氏
の
弟
子
で
、
靴

下
の
研
究
は
本
格
的
で
あ
っ
た
。
ダ
ー

ジ
リ
ン
時
代
は
長
谷
川
氏
に
作

っ
て
貰

っ
た
ス
キ
ー
を
は
い
た
が
随
分
重
か
っ

た
。
長
谷
川
氏
は
随
分
変

っ
た
存
在
で

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
沼
倉
記
）

出
席
者
　
折
井
　
金
坂
　
島
田
（巽
）

片
岡
　
斎
藤
（桂
）
菅
野
　
滝
川
　
松
家

大
野
　
木
村
（俊
）

斎
藤
（健
）

高
田

ヽνRυ●1

中
川
（恵
）

広
羽
　
渡
辺
（正
）

黒
木

坂
本
（正
）

池
田
（智
）

吉
原
（道
）
坂

倉
　
進
藤
　
関
塚
　
片
岡

河
野
（幾
）

赤
津
　
福
井
　
宇
津
　
勝
田
　
岩
堀

鈴
木
（郭
）

浜
田
　
栗
原
（敏
）

坂
本

（矩
）

沼
倉
　
外
二
名

・
山
と
健
康
　
講
師
　
辰
沼
広
吉
氏

注
目
の
辰
沼
さ
ん
の
″
山
と
健
康
″

の
講
話
は
生
憎
降
雨
が
わ
ざ
わ
い
し

何
時
も
の
集
り
程
で
は
な
か
っ
た
。

「
一
体
山
登
り
は
健
康
的
な
ん
だ
ろ

う
か
」
の
命
題
か
ら
実
例
を
挙
げ
ら

れ
、
質
問
も
予
定
の
時
間
よ
り
“
分

余
り
す
ぎ
、
話
は
微
に
入
り
細
に
渉

っ
た
．
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危
ぶ
ま
れ
た
が
、
十

一
日
は
思
い
が
け

な
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
て
、
三
十
数
名

の
会
員
が
心
た
の
し
く
仁
科
峠
―
猫
越

岳
―
天
城
峠
と
辿
っ
て
、
ほ
か
に
は
誰

も
人
に
会
わ
ぬ
静
か
な
行
程
を
歩
き
、

新
雪
の
富
士
を
は
じ
め
南
ア
ル
プ
ス
や

伊
豆
の
西
海
岸
な
ど
の
展
望
を
ほ
し
い

ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も

の
こ
と
な
が
ら
、
静
岡
支
部
長
の
山
本

朋
二
郎
さ
ん
、
支
部
の
会
員
諸
氏
に
は

非
常
な
お
世
話
に
な
り
、
参
加
者
全
員

一
人
と
し
て
感
謝
し
な
い
者
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
僅
か
な
が
ら
台

風
等
に
よ
る
倒
木
と
小
崩
壊
が
あ
っ
た

と
は
い
え
、
大
勢
で
歩
く
の
に
決
し
て

無
理
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
不
幸

に
も
猫
越
峠
と
滑
沢
峠
の
中
間
で
、　
一

会
員
が
転
落
す
る
と
い
う
事
故
が
お
こ

っ
た
。
あ
ま
り
大
き
な
怪
我
で
な
か
っ

た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
不
幸
中
の
幸
で

あ
り
、
ま
た
応
急
処
置
が
良
好
で
、
そ

の
後
も
支
部
の
屈
強
な
若
い
会
員
が
、

交
代
で
背
負

っ
て
お
ろ
す
な
ど
、
支
部

長
以
下
献
身
的
な
万
全
の
努
力
を
し
て

下
さ
り
、
ま
た
同
行
の
会
員
も
協
力
さ

れ
た
お
蔭
で
、
極
め
て
短
時
間
の
う
ち

に
会
員
で
あ
る
外
科
の
田
辺
恵
造
先
生

（富
士
市
）
の
許
ま
で
搬
送
で
き
た
こ

と
も
最
善
で
あ
っ
た
。
負
傷
者
の
そ
の

後
の
経
過
も
良
好
と
き
い
て
い
る
。

た
だ
私
と
し
て
は
、
ど
ん
な
に
や
さ

し
い
コ
ー
ス
で
も
、
山
が
山
で
あ
り
、

人
が
人
で
あ
る
以
上
、
山
で
の
事
故
は

お
こ
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
、
極
め
て

当
り
前
の
現
実
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

(7)
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つ
け
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。
い
ま
ま
で

本
会
や
支
部
が
主
催
し
た
懇
親
山
行
の

よ
う
な
も
の
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
随

分
数
多
く
行
な
わ
れ
て
き
た
し
、
幸
い

に
も
事
故
ら
し
い
も
の
は
お
き
て
な
か

っ
た
と
記
憶
す
る
。
だ
が
、
今
回
の
こ

と
か
ら
、
ど
ん
な
や
さ
し
い
コ
ー
ス
で

も
、
会
と
し
て
或
い
は
支
部
と
し
て
や

る
以
上
は
、
万

一
の
こ
と
だ
け
は
し
っ

か
り
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
、

と
い
う
山
登
り
の
ご
く
初
歩
的
な
、
ま

た
基
本
的
な
用
意
を
、
改
め
て
篤
と
知

ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

運
わ
る
く
事
故
を
お
こ
し
た
会
員
の

た
め
に
云
々
す
る
の
で
は
勿
論
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
自
戒
の
意
味
か
ら

一
筆
し

た
ま
で
で
あ
る
。
　

　

（望
月
達
夫
）

忘
年
会
を
兼
ね
て

清
掃
登
山
を
実
施

自
然
保
護
委
員
会

日
本
山
岳
会
自
然
保
護

委
員

会

で

は
、
さ
る
１２
月
１５
、
１６
日
の
両
日
に
わ

た
っ
て
忘
年
会
を
兼
ね
て
、
奥
多
摩
御

岳
―
日
之
出
山
の
清
掃
登
山
を
実
施
し

た
。幸

い
に
し
て
両
日
と
も
雲
量
ゼ
ロ
の

快
晴
に
恵
ま
れ
折
井
副
会
長
、
織
内
信

彦
委
員
長
は
じ
め
十
名
の
委
員
が
参
加

し
た
。

一
行
は
前
日
の
１５
日
夕
刻
、
奥
多
摩

ｏ
御
岳
の
国
民
宿
舎
山
楽
荘

に
集

合

し
、
定
刻
の
午
後
６
時
よ
り
忘
年
会
が

行
わ
れ
た
。
忘
年
会
は
織
内
委
員
長
を

議
長
役
に
、
ま
ず
同
氏
の
持
参
し
た
ア

(8)
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フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
を
楽
し
ん

だ
の
ち
、
鍋
や
山
菜
料
理
を
つ
つ
き
、

差
入
れ
の
酒
や
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
主
と
し
て
自
然
保
護
を
話
題
と

し
て
始
め
ら
れ
、
話
が
は
ず
み
延
々
ｎ

時
過
ぎ
ま
で
ゆ
く
年
を
惜
し
み
つ
つ
和

気
あ
い
あ
い
と
続
け
ら
れ
た
。

翌
１６
日
は
早
朝
か
ら
ゴ
ミ
袋
を
用
意

し
、
山
楽
荘
を
出
発
し
、
山
荘
か
ら
日

之
出
山
間
の
登
山
道
並
び
に
山
頂
周
辺

の
ゴ
ミ
を
清
掃
し
た
。

登
山
道
は
ち
ょ
う
ど
枯
葉
の
下
に
な

っ
て
い
て
そ
れ
ほ
ど
日
立
た
な
い
が
、

こ
こ
は
奥
多
摩
で
も
屈
指
の
ハ
イ
カ
ー

達
の
メ
ッ
カ
だ
け
に
、
山
頂
付
近
に
は

多
量
の
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
て
委
員
達

◎
第
２４
回
　
山
ス
キ
ー
技
術
講
習
会

開
催
の
ご
案
内
に
つ
い
て指

導
委
員
会

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
積
雪
期
の
ス
キ
ー

登
山
を
志
す
方
を
対
象
に
し
た
山
ス
キ
ー

講
習
会
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

山
ス
キ
ー
の
基
礎
技
術
講
習
と
鳥
海
山

周
辺
の
ス
キ
ー
登
山
を
行
い
ま
す
。

講
習
は
参
加
者
の
技
術
と
希
望
に
応
じ

た
班
編
成
を
し
、
講
師
に
は
経
験
豊
富
な

メ
ン
パ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
懇
親

の
意
味
を
含
め
て
の
講
習
会
で
す
の
で
男

女
を
問
わ
ず
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

左
記
の
通
り
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
程
　
昭
和
５５
年
２
月
９
日

（
土
）

Ｉ
Ｈ
日

（
月
）

場
所

鳥
海
山
　
湯
ノ
台
口
方
面

行
程
　
２
月
８
日
（
金
）

夜
行
出
発

２
月
９
日
（
土
）

酒
田
駅
前
集
合

バ
ス
に
て
草
津
登
山
口
へ
、
徒
歩

に
て
湯
ノ
台
鉱
泉
入
山

２
月
１０
日
（
日
）

鳥
海
山
及
び
周

辺
部
の
ス
キ
ー
登
山

２
月
■
日
（
月
）

ス
キ
ー
練
習
を

を
嘆
か
せ
た
。
い
ま
普
及
し
つ
つ
あ
る

「山
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
」
も
い
わ

ゆ
る

一
般
の
ハ
イ
カ
ー
ま
で
徹
底
す
る

の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
事
だ
と
思

わ
れ

た
。し

か
し
、
道
々
、
都
岳
連

ｏ
自
然
保

護
委
員
会
の
看
板
や
頂
上
直
下
に
は
立

派
な
焼
却
炉
も
設
置
さ
れ

て

い
る
な

ど
、
自
然
保
護
に
は
地
元
の
人
々
は
か

な
り
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
。

午
前
中
の
熱
心
な
作
業
の
結
果
、
か

な
り
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
時
間
の
関

係
で
切
り
上
げ
た
。
そ
れ
で
も
道
ゆ
く

ハ
イ
カ
ー
た
ち
に
は
よ
い
Ｐ
Ｒ
と
な
り

そ
の
点
で
は
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

し
な
が
ら
下
山
、
酒
田
駅
に
て
現

地
解
散
。

費
用
　
一
三
、
○
○
○
円

（
宿
泊
、
保
険

消
耗
品
費
等
含
む
）
、
交

通

費
、

食
費
各
自
負
担
。

申
し
込
み
方
法
　
日
本
山
岳
会
事
務
局
で

電
話
に
て
１
月
２５
日
ま
で
受
付
け

致
し
ま
す
。

Ｔユ
ｒル
・ル　
　
〇
い
１１
Ｎ
Ｏ
ド‥―
トト∞
ω

参
加
者
説
明
会
　
２
月
４
日
（月
）

午
後

７
時
よ
り
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
に

て
行
い
ま
す
。

◎
第
＝
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

「鳥
水
の
方
法
」
‥
…
…
…
。近
藤
信
行
氏

３
月
１３
日

（
土
）
１８
時
３０
分
よ
り

◎
第
８
回
山
岳
史
懇
談
会

「
大
正
期
の
わ
が
山
登
り
」

‥
…
…
…
・麻
生
武
治
氏

３
月
２６
日

（
水
）
１８
時
３０
分
よ
り

以
上
い
ず
れ
も
ル
ー
ム
に
て
行
い
、
詳
細

は
追

っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

図
書
委
員
会

も
の
と
思
う
。
　

　

　

（小
倉
　
厚
）

〔
参
加
者
〕
　
織
内
信
彦
　
折
井
健

一

島
田
巽
　
国
見
利
夫
　
沢
井
政
信
　
関

塚
貞
亨
　
武
田
満
子
　
近
藤
緑
　
小
林

茂
　
小
倉
厚
　
以
上
１０
名

会

務

報

告

・
支
部
長
会
議

１２
月
１
日
午
後
二
時
、
ル
ー
ム

▽
出
席
者
　
折
井
、
渡
辺
副
会
長
、

宮
下
、
中
島
常
務
理
事
、

西
沢

（熊
本
）
亀
田

（石
川
）
今
西

（関
西
）
中
田

（富
山
）
松
井

（岐

阜
）
山
本

（静
岡
）
大
沢

（山
梨
）

小
木
曽

（信
濃
）
藤
島

（越
後
）
中

島

（福
島
）
村
上

（
山
形
）
平

野

（北
海
道
）

委
任
　
柴
田

（秋
田
）
伊
達
（官
城
）

佐
藤

（岩
手
）

◎
審
議
及
び
報
告
事
項

①
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
に
つ
い
て

渡
辺
よ
り
偵
察
隊
の
行
動
、
特
に
中

国
人
協
力
者
三
名
を
失
っ
た
遭
難
事

故
に
対
す
る
処
理
並
び
に
こ
の
こ
と

が
本
隊
派
遣
に
は
支
障
な
き
旨
報
告

あ
り
。本
隊
派
遣
に
つ
い
て
の
規
模
、

行
動
計
画
併
せ
て
隊
員
候
補
者
選
考

の
基
本
的
方
針
に
つ
い
て
説
明
。

②
深
田
久
弥
碑
建
立
の
こ
と

山
梨
支
部

大
沢

韮
崎
市
観
光
協
会
に
て
同
市
穂
坂
町

柳
平
地
内
に
碑
建
立
を
計
画
、
そ
の

推
進
の
た
め
委
員
会
案

（
日
本
山
岳

会
、
山
梨
県
山
岳
連
盟
、
自
鳳
会
、

同
市
観
光
協
会
）
等
の
内
容
で
依
頼

状
を
受
け
た
。
詳
細
は
調
査
の
上
で

報
告
す
る
。

（同
文
に
て
本
会
に
も
依
頼
が
あ
っ

た
。
今
後
山
梨
支
部
を
窓
口
と
し
て

検
討
し
た
い
）

③
富
山
支
部
三
十
周
年
事
業
に
つ
い
て

富
山
支
部
　
中
田

記
念
事
業
と
し
て
播
隆
上
人
の
生
地

に
記
念
碑
建
立
と
い
う
様
な
事
も
考

え
て
い
る
。
既
に
記
念
事
業
を
実
施

し
た
各
支
部
に
も
意
見

を
聞
き

た

④
支
部
長
会
議
の
在
り
方
に
つ
い
て

静
岡
支
部
　
山
本

支
部
長
会
議
を
規
程
と
し
て
、
定
款

に
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
。

（昭
和
五
十

一
年

一
月
に
定
め
ら
れ

た
支
部
長
会
議
運
営
内
規
に
依
り
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
定
款
は
監
督
官

庁
で
あ
る
文
部
省
の
指
導
に
依
り
最

少
必
要
事
項
の
定
め
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
支
部
内
規
を
組
み
入
れ
る
と

な
れ
ば
、
支
部
設
置
、
支
部
長
の
任

期
等
も
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
よ

く
検
討
を
し
た
い
）
　
　
　
以
上

ｏ
ｌ２
月
理
事
会

１２
月
３
日
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ト
ム

出
席
者
　
西
堀
会
長
、
折
井
、
渡
辺
各

副
会
長
、
宮
下
、
中
島
、
飯
野
、
中
川

中
村
、
川
上
、
岡
沢
、
嵯
峨
野
、
鈴
木

山
口
、
高
本
、
菅
沢
各
理
事
、
片
岡
監

事
、
金
坂
、
大
塚
、
山
崎
、
小
原
（晴
）

各
評
議
員

委
任
　
大
森
、
小
倉
、
高
橋
各
理
事

村
木
評
議
員

０
報
告
事
項

▽
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
計
画
の
現
況
報

告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（渡
辺
）

本
隊
の
計
画
概
要
が
ま
と
ま
っ
た
。

▽
支
部
長
会
議
に
つ
い
て
　

（折
井
）

１２
月
１
日
開
催
、
１２
支
部
長

（代
理

含
む
）
が
出
席
し
盛
会
で
あ
っ
た
。

▽
昭
和
５４
年
度
年
次
晩
餐
会
に
つ
い
て

（中
島
）

１２
月
１
日
開
催
、
二
八
七
名
の
出
席

者
が
あ
っ
た
。

ル
ー

ム

計
誌

　
一

（
５４
年
＝
月
）

１
日

（木
）

会
報
委
員
会

５
月

（月
）

集
会
委
員
会

６
日

（火
）

婦
人
懇
談
会

７
日

（水
）

集
会
委
員
会

ｎ
日

（
日
）
　

マ
ラ
ソ
ン
大
会

１２
日

（月
）
　

図
書
委
員
会

１３
日

（火
）

婦
人
懇
談
会
　
遭
難
対

策
委
員
会

１４
日

（水
）
　

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
博
物
学
小

集
会

１６
日

（金
）

科
学
研
究
委
員
会

１９
日

（月
）

理
事
会
、
評
議
員
会

２０
日

（火
）

自
然
保
護
委
員
会

２１
日

（水
）
　

一二
水
会

２２
日

（木
）

高
所
登
山
委
員
会

２７
日

（火
）
　

婦
懇
研
究
会

今
月
の
来
室
者
四
四
〇
名

会
員
移
動

（＝
月
）

改
姓

六
四
三
四
　
後
城
謙
二
↓
藤
原

ヘ

除
籍
取
消

七

一
九
四
　
平
石
千
翠
子

(9)



昭和

9.

10。

11。

12.

13.

14.

15.

16。

17。

18。

19.

20。

21.

22.

23.

24.

25.

26。

27。

28。

図書受入報告 図書委員会

54年 4月 ～6月受入 (つづき)

冠松次郎著「漢」中央公論社 1979(版元寄贈)

上田哲農著「日騎の山ひなたの山」中央公論社 1979(版
元寄贈)

ラインホルト・メスナー著 横川文雄訳 「エヴェレスト
・極点への遠征」 山と漢谷社 1979(版元寄贈)

高田直樹著「続 0なんで山登るねん」 山と漢谷社 1979
(版元寄贈)

細田充著「剣岳の岩場」山と漢谷社 1979(版元寄贈)

ダグ・スコット著 岡本信義訳「ビッグウォール・クライ
ミング」山と漢谷社 1977(版元寄贈)

ラインホルト・メスナー著 横川文雄訳「大岩壁」山と漢

谷社 1978(版元寄贈)

植木知司著「かながわの山」神奈川合同出版社 1979(版
元寄贈)

鳥賀陽貞子著「心に残る山々」現代旅行研究所 1979(著
者寄贈)

横山厚夫著「新版・登山読本」山と漢谷社 1979(版元寄

贈)

佐内順著「雪山」山と漢谷社 1979(版元寄贈)

中野孝次著「うちなる山々」東京新聞出版局 1979(版元

寄贈)

国鉄山岳連盟編発行「イランの山々と」 1979(加藤孜氏

寄贈)

仙台一高山の会発行「ガンチェン登山報告書」 1979(版

元寄贈)

川西山の会発行「厳冬期飯豊連峰完全縦走への道」 1979

(版元寄贈)

小林英見著「カシミール・タジワス」久我山ブレス 1978

(版元寄贈)

山本光雄著「みすず講の旅」信学社 1975(清水栄一氏寄

贈)

清水栄一著「わが遍歴の信州百名山」桐原書店 1979(著
者寄贈)

立教山友会発行「ヒマラヤ・ トレッキング」 1979(版元

寄贈)

藤本九三著「雪・岩・アルプス」中央公論社 1979(版元

寄贈)

(第二種郵便物日可)山  415-1980 o l o 20

29。 大森弘一郎著「北アルプス稜線を飛ぶ」山と漢谷社 1979

(版元寄贈)

30。 三田幸夫著「わが登高行・上巻」著漢堂 1979(著 者 寄

贈)

31.A.Blackshaw“ Mountaineering―from Hiljwalking to

Alpine Climbing''Penguin Books,1975(貝 諄フに)

32.  Charles Meade. ``High Mountains'' Harvill lPress,

London,1954(購 入)

33。 lMajOr H.PeSe Ahluwalia“ Higher than Everest"Vi‐

kas,New Delhi,1974(購 入)

34.  “Medical Plants of Nepal" I‐ Iis Majesty's Govto of

Nepal,Depto of Medical Plants,1973(購 フt)

35。   Netra lB。
′
:「hapa``A ShOrt I・ IistOry of Nepal'' Ratna

Pustak Bhandar,Kathmandu,1973(闘 写入)

36. F.A.Collins``MOuntain Climbing''John Long,Lon‐

don, 1923(1青 、入)

37.  ``I‐ Iimalayan EndeavOur'' A Tilnes of lndia,Bombay,

1962(購入)

38.孫慶錫 “That's the Himalaya,Sung Moon Gak,
Seoul,1978(著 者寄贈)

39. Cutis Wo Casewit``MOntagnes du MOnde" Fernand
Nathan,1976(蒲 地辰彦氏寄贈)

40.  M. Herzog``La MOntagne" Librairie lLarousse, 1956

(蒲地辰彦氏寄贈)

41。  Mo Fantin “̀Atlante AlpinisticO della Groanlandia"

Tamasi Editoir,1969(著 者寄贈)

42.  M. Fantin ``Lhotse '75" Club AlpinO Italiano, 1977

(著者寄贈)

43。   Mo Fantin``PiOuieri ed lEpigoni ltaliani sulle vette

di Ogni cOntinente''Club Alpino ltaliano,1975(棄 「者

寄贈)

44.  J.I・Iunt``My iFavourite Mountaineering Stories'']Lu‐

tterworth Press(版 元寄贈)

45.  Se Walcher``Bergsteigen一―iFestschrift des (Dsterreic_

hischen Alpenklubs zu seiner 100 Jr.Feier 1878～ 1978"

Osterreichischen Alpenklub 1979(福 田宏年氏寄贈)

46.  ``Unsere Landeskarten" schweizer Alpen― Club, 1979

(Dr.ArnOld Gubler寄 贈)

47.  Walter Kargel ``Alpine Anstiege der Kappaten" 1979

(著者寄贈)

関西支部,図書に関する小史

関西支部図書委員 村 井   葵
″   ″  杉 本 秋之介

昭和 10年 JAC関西支部設立 (9月 10日 ),ルームを大阪貯

蓄銀行ビル3階 8号室に開設。支部図書室が支部存在の強力

な裏打ちをなすものとしてルームが誕生した。

寄贈図書 Die Alpen Vol.1932(中 田伸直氏)支部ルーム

開室とともに,図書,文献,部報類が自然に集まり,図書を

翻いていく人は相当多かった。

昭和 11年 6月 1日～30日  藤本九三氏ヒマラヤ関係蔵書の特

別展覧会 (支部ルーム)。 利用者多く好評で7月 31日迄会期

延長
6月 19日  ヒマラヤ文献解説の夕 (宮崎武夫氏解説), これ

により関西のヒマラヤ研究熱高まる。洋書 64冊 和書 5冊

9月 1日 三木高峯氏蔵書,アルバイン 0ジ ャーナル創刊より

現在迄,高橋健治氏よリドイツ山岳会 報々一揃,奥貞雄氏よ

リフランス山岳会 報々一揃をルーム書架に無期限拝借,会員

の利用に供した。支部備付の購入図書については加納一郎,

高橋武夫両氏が之に当った。

次のものを丸善より取寄せた。

○地学雑誌

○地理学

○信濃毎日

(E)Geographical Journal(E)

(E)GeOgraphische Zeitschrift(G)

ONatiOnal GeOgraphical Magazine(A)
oDie Alpen(S)
olGeOgraphical Review(A)

oDeutsche Alpine Zeitung(G)
oAlpine JOurnal(E)
oDer Winter(G)
OHimalayan Journal(I)

C)La MOntagne(F)
oAmerican Alpine JOurnal(A)
c)British Ski Year Book(E)

c)London Tinles(Weekly Edition)

c)Zeitschrift der Devtsch― Osterreich Alpen Verein(S)

(以下次号)
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